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ガダルカナルの敗戦が決定的になった1943（昭和18）年2月、日本政府は全国で「軍需造船供木運動」を

開始する。急速に進む鉄の不足を補い、木が戦争資材として浮上する。政府は鋼船に代え木造船を緊急
増産するため、山林だけでなく平地の巨木・大木にも目をつけた。一斉に屋敷林・社寺林・並木・公園・海
岸林の木々の伐採供出運動が展開される。一方国内や東南アジア各地では木造船工場が新設され、規
格化・簡略化された「戦時標準型木造船」の大量生産が始まる。何十年、何百年、人々の暮らしと共に
あった身近な木はこうして船になったが、果たしてどれだけ役に立ったか？――知られざる戦時の木の総

動員体制と木造船建造計画。日本における樹木と人の関係史上まれに見る危機的局面を、中世史家が
はじめて明るみに出す、前人未踏の歴史分野の開拓。



全く知られていない太平洋戦争中の「木」と「木造船」の歴史です。
国内の平地の大木・巨木が一斉に伐られ、木造船になっていきました。
日本の平地の景観はこの時点で大きく変わってしまったのです。
しかしこんなことを調べた人はなく、知る人も殆ど亡くなってしまわれ
ました。今がこの史実を調べて書き残す最後のチャンスと思い、私は
専門の中世史研究を中断して6年間このことに集中しました。北海道から
沖縄まで広く津々浦々まで及んだこの出来事をできるだけ多くの方に知っ
ていただき、ご自分の周りでもまだ残っている記憶や記録をぜひ調べて
いただきたいと思うのです。
長いのですが、ご一読よろしくお願いいたします。

瀬田勝哉

予約の申し込み方法

１．申し込みの必要事項
（１）申込者氏名、（２）郵便番号、（３）送付先住所、（４）昼間連絡がつく電話番号（携帯可）、
（５）冊数

２．本に請求書・振込用紙が同封されるので、到着後、なるべくお早めにお手続きください。

○下記まで必要事項を添えてお申し込みください

＊お預かりした個人情報は本予約販売のために適切に管理いたします。また上記メールアドレスのほか、
必要に応じて他の電子メールアドレスからもご連絡が行くかもしれません。予めご承知おきください。

連絡先 電子メール： setazemi2019@gmail.com

FAX  ： 047-318-5008 （送れない時は非通知設定の解除をお願いします）

郵便：〒272-0822 千葉県市川市宮久保１－21－24 オフィスMAL 気付

連絡先 電子メール： hoshinatakao@outlook.jp 担当：保科孝夫

＊今回は発売日以後も、著者の希望で特別価格での販売を行います。
必ず「著者の紹介です」の文言を明記して直接お申し込みください。

お届け
予 定

担当：毛塚万里（瀬田ゼミOBOG会世話人代表/日本アーカイブズ学会登録アーキビスト）

1月5日までのお申し込みは発売日（1月20日）から1週間ほど
1月17日までのお申し込みは発売日から2週間以内
1月18日以降のお申し込みは発売日から2週間くらい

○予約販売受付 2021年1月19日（火）まで

◎発売日1月20日以後は直接編集担当者までお申し込みください


